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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間における世界経済は、中国を始めとする新興国や資源国の景気減速リスクに加え、英国

のＥＵ離脱に伴う金融市場の動揺など海外経済の不確実性が増しております。また、国内においては、為替動向

の不透明な状況が継続し、政府による各種の政策や日銀のマイナス金利政策による金融資本市場の変動の影響な

どによっては、わが国の景気を下押しするリスクも懸念されます。

このような状況下においても、当社はマクロ経済の動きに一喜一憂することなく、全社的構造改革の推進と、

環境変化への対応に努めております。

当社の賃貸土地（小牧市堀の内、名古屋市中区丸の内、大垣市寺内町）においては、賃料収入が引き続き安定

的に推移しております。賃貸マンションにおいては、供給過剰かつ需要減少の環境においても、競合と差別化さ

れた賃貸マンションと管理サービスによって当第１四半期累計期間は引き続き高い入居率（96.7％）を維持して

おります。また、さらなる競争力の向上と差別化を推し進めるために自社ウェブサイトの改良等による集客効果

の強化や既存入居者へのサービス向上による流出防止を図っております。 

その一方で人口減少や地域的偏重に対処するために物件の買い替えに着手しており、平成28年８月に愛知県春

日井市の賃貸マンションを売却する契約を締結いたしました（平成28年10月31日に譲渡）。

以上の結果、全体では、売上高117百万円（前年同四半期比1.3％減）、営業利益45百万円（同31.7％増）、経

常利益51百万円（同27.2％増）、四半期純利益35百万円（同31.4％増）となりました。 

なお、当社は、賃貸不動産事業の割合が高く、賃貸不動産事業以外の事業については重要性が乏しいと考えら

れるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、955百万円（前事業年度末は926百万円）となり、28百万

円増加いたしました。この主な要因は、みそのマンション春日井の売却代金の前受等により現金及び預金が増加

（920百万円から950百万円へ29百万円の増加）したこと等によるものであります。

（固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、2,404百万円（前事業年度末は2,432百万円）となり28百

万円減少いたしました。この主な要因は、減価償却費の計上による有形固定資産の減少（1,169百万円から1,159

百万円へ９百万円の減少）及び株式の時価の下落による投資有価証券の減少（1,253百万円から1,235百万円へ17

百万円の減少）等によるものであります。

（流動負債） 

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、141百万円（前事業年度末は115百万円）となり、26百万

円増加いたしました。この主な要因は、未払法人税等が減少（36百万円から16百万円へ20百万円の減少）したも

のの、その他（主に前受金）が増加（78百万円から123百万円へ45百万円の増加）したこと等によるものであり

ます。

（固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、930百万円（前事業年度末は935百万円）となり、４百万

円減少いたしました。この主な要因は、繰延税金負債が減少（367百万円から360百万円へ６百万円の減少）した

こと等によるものであります。

（純資産） 

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、2,287百万円（前事業年度末は2,308百万円）となり、20百

万円減少いたしました。この主な要因は、投資有価証券の時価の下落によるその他有価証券評価差額金の減少

（791百万円から779百万円へ12百万円の減少）及び剰余金の配当による利益剰余金の減少（1,642百万円から

1,633百万円へ８百万円の減少）等によるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年６月期の業績予想につきましては、平成28年８月24日の「固定資産の譲渡による特別利益の計上及び

業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想の数値から変更

はございません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１

四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年６月30日) 
当第１四半期会計期間 
(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 920,917 950,879 

売掛金 1,411 483 

繰延税金資産 2,777 1,539 

その他 1,402 2,119 

流動資産合計 926,507 955,022 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 539,637 530,329 

土地 614,614 614,614 

その他（純額） 15,241 14,618 

有形固定資産合計 1,169,493 1,159,562 

無形固定資産 358 315 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,253,635 1,235,954 

その他 12,734 12,264 

貸倒引当金 △3,334 △3,274 

投資その他の資産合計 1,263,035 1,244,944 

固定資産合計 2,432,887 2,404,823 

資産合計 3,359,395 3,359,845 

負債の部    

流動負債    

買掛金 832 302 

未払法人税等 36,226 16,190 

賞与引当金 501 1,505 

その他 78,256 123,847 

流動負債合計 115,817 141,845 

固定負債    

繰延税金負債 367,607 360,944 

退職給付引当金 4,380 4,557 

役員退職慰労引当金 86,903 88,585 

長期預り保証金 476,598 476,550 

固定負債合計 935,489 930,637 

負債合計 1,051,306 1,072,482 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年６月30日) 
当第１四半期会計期間 
(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 400,000 400,000 

資本剰余金 41,381 41,381 

利益剰余金 1,642,234 1,633,825 

自己株式 △570,546 △570,590 

株主資本合計 1,513,069 1,504,617 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 791,348 779,076 

評価・換算差額等合計 791,348 779,076 

新株予約権 3,670 3,670 

純資産合計 2,308,088 2,287,363 

負債純資産合計 3,359,395 3,359,845 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成27年７月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成28年７月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高    

商品売上高 6,353 1,748 

不動産賃貸収入 112,800 115,797 

売上高合計 119,154 117,546 

売上原価    

商品売上原価 5,718 1,573 

不動産賃貸原価 24,467 21,069 

売上原価合計 30,186 22,643 

売上総利益 88,968 94,902 

販売費及び一般管理費 54,516 49,523 

営業利益 34,451 45,379 

営業外収益    

受取利息 37 23 

受取配当金 5,342 5,360 

貸倒引当金戻入額 30 60 

雑収入 507 575 

営業外収益合計 5,917 6,019 

営業外費用    

支払手数料 － 0 

雑損失 0 65 

営業外費用合計 0 65 

経常利益 40,369 51,332 

税引前四半期純利益 40,369 51,332 

法人税、住民税及び事業税 14,071 15,720 

法人税等調整額 △813 △14 

法人税等合計 13,257 15,705 

四半期純利益 27,111 35,627 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は「賃貸不動産事業」及び「自転車事業」を行っております。当社の報告セグメントは「賃貸不動産事

業」のみであり、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しております。 

 

 

（重要な後発事象）

当社は、平成28年８月24日開催の取締役会において固定資産の譲渡を決議し、平成28年10月31日に譲渡を完了いた

しました。 

（1）譲渡の理由 

 当社が所有する賃貸土地や賃貸マンションについて、地域の人口減少や人口偏重に備えて見直しを行い、現

在の不動産市場の動向や将来的な収益性の見直し等を総合的に勘案した結果、以下の固定資産を譲渡すること

といたしました。 

（2）譲渡資産の内容 

資産の内容及び所在地 帳簿価額 譲渡価額 譲渡益 現況 

みそのマンション春日井

土地 1,638.26㎡ 

愛知県春日井市如意申町七丁目２番７、２番17 

２番18、２番19、２番20、２番21、２番22 

建物 2,460.86㎡ 

愛知県春日井市如意申町七丁目２番地７、２番地17 

２番地18、２番地19、２番地20、２番地21 

321百万円 341百万円 10百万円 賃貸マンション 

（3）譲渡先の概要 

 譲渡先は国内の一般法人ですが、譲渡先との取り決めにより名称の公表は差し控えさせていただきます。な

お、当社と譲渡先との間には、資本関係、人的関係、取引関係、関連当事者として特記すべき事項はありませ

ん。 

（4）譲渡の時期 

契約締結日 平成28年８月25日 

物件引渡日 平成28年10月31日 

（5）損益に与える影響 

 当該固定資産の譲渡に伴い、平成29年６月期第２四半期財務諸表において、諸費用を除いた固定資産売却益

が約10百万円発生する見込みです。 

 

（追加情報）

（株式併合及び単元株式数の変更等について） 

 平成28年８月10日開催の取締役会において、平成28年９月28日開催の第80期定時株主総会において株式併合

（普通株式10株につき１株の割合で併合）の議案が承認可決されることを条件として、株式併合の効力発生日

（平成29年１月１日）をもって、単元株式を1,000株から100株に変更する旨が承認可決されております。

 なお、同定時株主総会において株式併合の議案は承認可決されております。
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